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1. 文部科学省科学研究費 基盤（C），平成 21~23
年度，課題「慢性甲状腺炎に伴う自己免疫性
橋本脳症の臨床免疫学的検討」．(代表) 
2. 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患克
服研究事業），平成 20~22 年度，課題「免疫性
神経疾患に関する調査研究」．（分担） 
3. 厚生労働省科学研究費補助金（こころの健康
科学研究事業），平成 20~22 年度，課題「急
性脳炎のグルタミン酸受容体自己免疫病態の
解明から新たな治療法確立に向けた研究」，
（分担） 
4. 福井大学重点研究 学長裁量競争的配分経費．
平成 22 年度，課題「自己免疫性橋本脳症の臨
床・免疫学的研究」（代表） 
本助成による主な発表論文等、特記事項および 
競争的資金・研究助成への申請・獲得状況
